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眼耳平面と咬合平面との関係

（乳歯列，混合歯列，永久歯列の比較検討）

伊藤一三　大沢得二
都筑文男＊野坂洋一郎
　岩手医科大学歯学部口腔解剖学第一講座

　　　　岩手医科大学歯学部学生＊

〔受付：1978年5月17日〕

　抄録：顔面頭蓋計測の水平基準平面として，眼耳平面が用いられる。歯科医学では，広く咬合関係を知る

ために臨床上，咬合平面を使用する場合がある。この咬合平面は，有歯顎について研究がなされたが，主に

永久歯列を対象としたものが大部分であり，乳歯列や混合歯列については，咬合平面の決定が困難な場合が

多いことから報告はあまりない。そこで各歯列期における，咬合平面が眼耳平面およびCamper氏平面と

の間にいかなる関係を有するかを比較検討するため，上顎模型の基底面に眼耳平面とCamper氏平面を表

わし，下顎模型に咬合平面をあらわし，中心咬合位の状態で接着固定した規格模型を正中矢状断面と前額断

面を作成し，規格撮影された写真上で計測して次の結果を得た。

1）正中矢状断面において眼耳平面に対する咬合平面のなす角度は，乳歯列，混合歯列，永久歯列と年齢増

　加に伴いそれぞれ，15．85°，12．28°，7．73°と傾斜角度が，約4～5°減少していく，一方，眼耳平面に

　対するCamper氏平面のなす角度は逆に各歯列期において，3．67°，4．58°，5．43°と約1°つつ増加し

　ていく，したがって年齢増加と共に咬合平面とCa皿peT氏平面との間の平行性が増していく。

2）前額断面において左右的傾きをみると，咬合平面は眼耳平面およびCamper氏平面に対してなす角度

　は，各歯列群ともほとんど0°とみなしてよかった。

3）乳歯列及び混合歯列においては，咬合平面とCamper氏平面との相関性は低い。しかし，永久歯列に

　おいては，咬合平面とCamper氏平面との間には高い相関性がみいだせた。

1　緒 言

　顔面頭蓋計測の水平基準平面として，眼耳平

面が1884年に制定されて以来，最もよく用いら

れている。一方，歯科医学においては，歯列及

び咬合関係の形態を知るための計測平面として

咬合平面を用いることが多いD。

　この咬合平面は，天然歯列では鼻聴道線（以

下Camper氏平面と呼ぶ）と平行であるといわ

れ2），Camper氏平面も，臨床上使用されてい

る。

　顎骨および歯列に関する研究は，顔面頭蓋に
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おける研究と同じように，人類学から出発し，

矯正学においては，顎態模型による顔面頭蓋と

歯列の関係の分析，さらに頭部X線規格写真法

が有効な手段として用いられデータが加えられ

ている。近年，補綴学的にも注目をあび用いら

れてきている。さらに無歯顎者の人工歯排列の

仮想咬合平面の決定や，顔貌回復のてがかりを

求める為に3’η，上記の目的の為には咬合平面

の正確な決定と頭蓋計測の水平基準面である眼

耳平面との関係について，さらにCamper氏平

面間の関係について正確に知る必要上種々の研

究がなされている8引）。

　しかし，これらの多くの報告は，研究方法あ

るいは，Gmper氏平面の定義上必ずしも一致

していない。さらに人種による相異点さえ述べ

られている。14’1”これら基準平面間の相関性に

ついては，有歯顎における研究結果，眼耳平面

に対する，咬合平面及びCamper氏平面のなす

角度の問に永久歯列期において，相関性が認め

られる］5’川ことから歯の喪失に伴い，咬合平面

が失なわれた場合，Cユmpe£氏平面から有歯顎

時の咬合平面を求めることが可能であるといわ

れ，Camper氏平面にほぼ平行又は2°前後傾

斜しているといわれ2°前後の傾斜をあたえて

仮想咬合平面を決定している。この様に成人を

対象として，臨床的にも意義が十分に認められ

ている。しかし，乳歯列期及び混合歯列期にお
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いては，咬合平面の正確な決定が困難な場合が

多く，これに関する研究は少なく、まして，永

久歯列，混合歯列，乳歯列とその変化を比較し

たものはない。そこで，永久歯列期と，乳歯列

期，混合歯列期とでは，ほぼ一定の関係で推移

していくのか，あるいは，まったく同一の関係

であるのかを，同一の方法で，同一の人種につ

いて行なわれた永久歯列期のものと比較におい

て観察した♂6）

n　研究材料及び方法

1）研究材料

　岩手医科大学医歯両学部解剖学教室に所蔵の

乳幼児晒骨（インド人頭蓋33個体）中から，頭

蓋各部に異常が認められず，かつ可及的に個性

正常咬合を有する，乳歯列頭蓋10個体及び混合

歯列頭蓋10個体，計20個体を選出した。

2）研究方法

　①20個体につきアケジネート系印象材によっ

　　て得た歯牙石膏模型の下顎歯列の基底面に

　　咬合平面を印記した。

　　この時咬合平面はト記の如く決定した。’8）

　C）乳歯列期（第一大臼歯未萌出のものを原

　　則としたが，下顎第一大臼歯半萌出のもの

　　3例を含んでいる。）……咬合平面は，下顎

　　左右乳中切歯切縁正中点と左右第二乳臼歯

　　遠心頬側咬頭頂を含む平面とした。

図1　研究材料と計測部位
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b）混合歯列期（上下顎第一大臼歯及び上下

　顎中切歯が完全に萌出したものを原則と

　し，上顎中切歯が半萌出のものを1例含み

　その他の歯牙は乳歯であるものとし，一部

　小臼歯が萌出開始しているものもある）…

　咬合平面は，下顎左右中切歯切縁正中点と

　左右第一人臼歯遠心頬側r咬頭頂を含む平面

　とした。

’2ノーヒ顎歯列模型の基底面に顎態模型診断器

（ST式）を用いて19），　C」nper氏’P面（解

139

　剖学的な鼻聴道線とし，前鼻棘と左右の外

　耳道下縁を含む平面とした）2°）を印記し，さ

　らにこの平面の上に眼耳平面（左右の眼窩下

　縁と左右の外耳道上縁を含む平面）を印記し

　た。……両平面が区別できるようにそれぞれ

　茶色の超硬石膏と黄色の硬石膏を使用した。

　以上の上下顎歯列模型を中心咬合位で接着固

定し，規格模型を作製した。

　この規格模型を前額断面（乳歯列では．下顎

両第二乳臼歯（EE），混合歯列では下顎両第

図2　下顎歯列模型基底面への

　　咬合平面の印記

図3　顎態模型診断器による

　　眼耳平面の設定

群H。一

　　図4　上顎歯列模型基底面への

　　　　眼耳平面の印記

r『「「騨顯1．
　　　　　　　　　　　　〉　べ　蒲パ

図5　石膏規格模型（前額断面）
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図6　石膏規格模型「IE中矢状断面）

一大臼歯（616）の遠心頬側咬頭頂を結ぶ線）

及び正中矢状断面（乳歯列では上顎両乳中切歯

（AA）の中点及び両第二乳臼歯（E‘E）の遠

心頬側咬頭を結んだ中点を通る断面とし，混合

歯列では，同じく上顎両中切歯（ユ1）と同顎

両第一大臼歯（66）の中点を結ぶ線）を作

り，150emの距離で規格撮影を行なった。前額
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断面においては，眼耳平面を基準として左側に

角度を生ずるものを円，右側に角度を生ずるも

のを←）として現わした。

　統計的扱いは推計学的処理法膓’）により実測値

より，平均値，不偏分散，平均値の信頼限界，

平均値の差の判定はt検定により，実測値から

相関性を求めた。この際の有意水準は1％とし

た。

皿　観察成績

1）正中矢状断面（上下的傾斜度）

　眼耳平面を基準平面として咬合平面及びCユー

mper氏平面の上下的傾斜度は表1に示す通り

で，乳歯列期，混合歯列期とも，平均値の上で

眼耳平面に対して全て傾斜をもちそれぞれに差

がみられた。咬合平面は，乳歯列期において

15．85°であり，混合歯列期においては，12．

28つと約3．5°年齢増加に伴い角度の減少がみ

られるが，両者の間には，有意の差は認められ

なかった。

　次にCamper氏平面についてみると乳歯列期

で3．67°，混合歯列期で4．58°となっており，

約1°年齢増加に伴って傾斜角度の増加がみら

れる。

　一方，CamFer氏平面と咬合平面のなす角度

は，乳歯列期で11．85°であり，混合歯列期で

は，7．70°と乳歯列期より約4°角度が小さく

表1正中矢状断面（上下的傾斜角度）
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表2　前　額　断　面（左右的傾斜角度）
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2）前額断面（左右的傾斜度）

　眼耳平面を基準として咬合平面およびCam・

per氏平面が，それぞれ左右のどちらに傾斜し

ているかを表わし，左側に傾斜するとき田，右

側に傾斜するとき日とし，その結果は，表2に

示した通りである。咬合平面は，乳歯列期，混

合歯列期ともに0．5～1．0°傾斜しており，

Camper氏平面も左側へわずかに傾斜していた

が，左右への傾斜は，ほとんど0°とみなして

よく，これらのすべてに有意の差は認められな

かった。

W　総括および考察

1）正中矢状断面（上下的傾斜度）

　眼耳平面に対する咬合平面のなす角度は，乳

歯列，混合歯列，永久歯列と年令増加にともな

い，それぞれ，15．85°，12．28°，7．73°とな

FH．
351吐229

458土1．80

● 543土¶，

12．28土397

773出

585全516 羅
Occ Camp

　　圏題覇乳歯列　　竪羅碧混合歯列■永久歯列

図7　眼耳平面を基準とした咬合平面及び

　　Camper氏平面の上下的傾斜角度

り，傾斜角度が約4°つつ減少していく，それ

に対して，眼耳平面とCamper氏平面のなす角

度は，それぞれ3．67°，4．58°，5．43°となり，

傾斜角度が逆に増加していき前者とは逆であ

る。しかしこの場合，増加の割合は0．9°前後

とわずかつつであり，しかも各歯列期の間に有

意の差は認められなかった。このように眼耳平

面を基準として咬合平面は一定の角度つつ減少

して基準面に近づくことがわかり，それに対し

てCamper氏平面は，同じ頭蓋の計測点である

ことから，ほぼ同一の方向への発育を示すとい

える。

　以上のことから咬合平面とCamper氏平面の

間の傾斜角度をみると，乳歯列期11．85°，混合

歯列期7，70°，永久歯列期2．30°となり，4～

5°つつ減少し，成人（永久歯列）では，両者は

ほぼ平行に近いことがわかる。

　各歯列期において有意差をみると，眼耳平面

Camp

Occ．

2．30±1．37

醸薗目乳歯列　　霞塁歴1混合歯列■永久歯列

図8　Camper氏平面と咬合平面との
　　関係（上下的傾斜角度）
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表3

　乳歯列

Camper氏平面　　　　　Camper氏平面　　　　　Camper氏‘1《面

正中矢状断面（上下的傾斜角度）

　　　　　　　　　　イ1　∪　1戸1

　　　混合歯列　　　　永久歯列

咬合平面 咬合平面

（＋）

咬合平面

（＋）

Camper氏’1㌦面

一
II交合’卜伽

Camper氏’ド面

一
咬合llと面

Camper氏平面

一
咬合Lド面

を基準とした咬合平面の傾斜角度において特徴

があり，永久歯列期と乳歯列期の間及び永久歯

列期と混合歯列期の間に有意の差が認められる

ことである。すなわち頭蓋の基準平面である眼

耳平面に対し，下顎第一大臼歯の萌出から始ま

って下顎第二大臼歯が萌出完了し永久歯の完成

のあいだ歯の交換及び顎骨の発育の影響が大き

く左右していることがうかがわれる。

　前述の如く，CamFer氏平面は，眼耳平面と

ほぼ一定の角度を保ちながら発育していきしか

も咬合平面は眼耳平面に平行に近づくというこ

とは，歯牙及び顎骨の発育が，Camper氏平面

と咬合平面間の角度が年令増加に伴い減少して

いくことに強く関与していると考えてよい。

　ちなみに混合歯列期より永久歯列期までの咬

合平面とS－N平面の角度をみると，咬合平面

後端は前端より下方にいく傾向があるといわ

れ22），このことから眼耳平面に対しても平行性

が増すことがわかる。

　また，上顎骨と下顎骨の発育をインド人幼，

小児頭蓋でみると，歯槽野高径，歯槽部高径，

上顎高は，乳歯列前期から混合歯列前期までに

出齪時からみて約1．6～1．7倍の発育をとげ，

その後永久歯列期に達するまで発育量は僅かで

表4
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　乳歯列

Camper氏平面　　　　　Camper氏平面　　　　　Camper氏平面

前額断面（左右的傾斜角度）

　　　　　　　　　　イ」ノコ　‘‘］

　　　混合歯列　　　　永久歯列

（一）

（一）

咬合平面 咬合平面 ロ交合・’ド面

Camper氏平面

一
咬合’nl【i

Camper氏’1る∬11

－
1佼合平1山

Camper氏‘1タ而

一
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ある23＞。すなわち，上顎骨の上下的発育は比較

的早期に最終的な発育量に達する。

　一方，下顎骨では，下顎長，下顎体高，オト

ガイ高，下顎体長において，乳歯列前期から混

合歯列中期あるいは後期までに1．6～1．7倍に

なる。

　このことから乳歯の萌出完了時，及び第一大

臼歯，中切歯，側切歯の出齪時に発育が明瞭で

あるといえる。また，下顎枝高，下顎枝垂直高は，

乳歯列後期から混合歯列中期までに高さが著明

に大きくなり，咬合高径を決定している24’。

　したがって，上顎骨と下顎骨の発育には，ず

れがあり，下顎骨は上顎骨より発育の時期がお

そい。しかも顔面角は，混合歯列期から永久歯

列期にかけてやや増大するといわれ，この時期

とも一致している。この角度は，咬合平面と相

関性があり，顔面角が大きくなるにつれて，咬

合平面と眼耳平面の平行性が増す17）。

　また，歯の発育についてみると，歯の前方移

動は，顔面頭蓋の前方発育より著明であり，そ

の中でも切歯は，前方と下方への発育はほぼ等

しいが，大臼歯は前方よりも下方に著しい25）。

　以上のことからも，咬合平面はCmper氏平

面及び水平基準平面である眼耳平面に対して，
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年齢増加に伴い平行性が増すことがわかる。

2）前額断面（左右的傾斜度）

　左右側への傾斜度すなわち，左右での発育の

違いにおいては，各歯列期とも左側に傾く傾向

にあるが，それもほとんど0°と考えてよく，ま

た各々の間には有意の差は認められなかった。

したがって，計測上左右への傾斜は無視でき

る。一般に左右に差を生ずる場合は，左側を計

測点として用いているが，上記のことからもこ

のことは正しいといえる。

3）咬合平面とCamper氏平面との相関性

　乳歯列期においては，r＝0．436，混合歯列

期では，rニー0．203となっており，相関性は

低いが，永久歯列期では，r＝0．66で有意の相

関性が認められる。このことは，頭蓋の成長が

完成したのち，歯牙及び歯槽部の発育がみら

れ，最終的に安定した位置にあることを裏づけ

ている。

V　結 論

　岩手医科大学医歯両学部解剖学教室に保存し

てあるイソド人頭蓋中，乳歯列頭蓋10個体，混

合歯列頭蓋10個体を用い，さらに各歯列期にお

ける変化を観察するために永久歯列頭蓋43個

体を選出し，規格模型により眼耳平面および
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Camper氏平面を基準として咬合平面の傾斜角

度を計測し次の結果を得た。

1）眼耳平面に対する咬合平面の傾斜角度の平

　均値は，乳歯列期15．85°混合歯列期12．28°，

　永久歯列期7．73°であり，約4°つつ減少して

　いた。

2）眼耳平面に対するCamper氏平面の傾斜角

　度の平均値は乳歯列期3．67°，混合歯列期4．

　58°，永久歯列期5．43°であり，約1°つつ増

　加しているが有意の差は認められなかった。

3）咬合平面とCamper氏平面のなす角度の平

　均値は，乳歯列期11．85°，混合歯列期7、70°

　永久歯列期2．30°となり徐々に平行性が高ま

　っていく。

4）各歯列期とも左右的傾斜度は0°とみなして

　よかった。

5）相関性について

　咬合平面とCamper氏平面の相関性は，乳歯

　列期では，r＝0．436，混合歯列期でr＝－

　0．203，であり相関性は低い。永久歯列期に

　おいては，r＝0．66で有意の相関性が認めら

　れる。

　本論文の要旨は，第83回日本解剖学会総会（昭和

53年4月3日宇部）に於いて発表した。

　Abstract：The　Frankfurt　plane　is　most　used　for　the　horizontal　basal　plane　of　the　cranio－facial

measurments．　In　the　dentistry，　the　occlusal　plane　is　important　on　the　clinical　medicine．　This

p豆ane　has　been　studied　on　the　dentulous　jaw．　The　most　of　these　reports　were　regarding　on

the　permanent　denlitions．　However，　the　determination　of　tke　occlusal　plane　in　the　deciduous　and

mixed　dentitions　isεo　difficult　that　the　reports　on　thoεe　denlions　are　little．　Therefore，　This

study　examined　the　relationskip　between　the　occlusal　plane，　Frankfurt　plane　and　Camper’s

plane　at　the　each　stage　of　dentitions．

　The　Frankfurt　plane　and　the　Camper’s　plane　were　recorded　on　the　basal　p1ane　of　maxillary

models，　and　the　occlusal　plane　was　recorded　on　mandibular　models．　The　both　models　were　fix－

ed　on　the　centric　occlusion　with　the　adhensive　agents．　These皿odels　were　cut　in　lhe　saghal　pla・

ne　and　then　the　frontal　plane．　Each　plane　was　made　photograph　with　standardized　method．

The　angles　between　each　plane　were　measured　on　those　standardized　photographs．

　Results　were　as　follows：

　1．　In　the　sagital　sectional　plane，　the　angle　between　the　occlusal　and　the　Frankfurt　plane　on

the　decidus　dentition，　mixed　dentition　and　permanent　dentition　were　each　15．85°，12．28°and　7．

73°．　These　angles　decreased　about　40－50　along　with　increasing　in　age．　On　the　olher　hand，　the

angles　between　the　Camper’splane　and　the　Frankfurt　plane　were　3．67°，4．58°and　5．43°．　At　the

each　dentition，　the　rate　of　increased　angles　was　one　degree，　With　increasing　ages，　the　occlusal
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plane　became　more　pallarel　to　the　Camper’splane．

　2．　In　the　frontal　sectional　plane，　the　angle　of　the　right　and　left　inclination　between　the　Fra・

nkfurt　plane　and　the　Camper’splane　were　almost　regarded　as　zero　degree　at　the　each　dentition．

　3．　No　correlation　was　found　between　the　occlusal　plane　and　the　Camper’splane　at　the　deci－

duous　dentition　and　mixed　dentition．　However，　in　the　permanent　dentition，　high　correlation

was　found　between　the　occlusal　plane　and　Camper’splane．
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